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保険集団検診日程表
‖ �曜日 �内　　容 �昨月 午後2 �閏 �嘲　所 �該当者 �備　考 

2／15 �木 �歯みがき相談 ��：叩 �中区自治会 �元1月生～ �東区上匡 ～3 �00 �事務所 福祉 センター �7月生 �中剛ヒ区 

2ノ／16 �月 �操　作　教　室 �午前10 －11 �00 30 ��町　　民 � 

2／20 �火 �三歳児健診 �午後1 －2 �30 30 �〃 �61年7月1 日－8月31 日生遥 � 

2／23 �金 �操　作　教　室 �午前10 －11 �：00 ：30 �〃 �町　　民 � 

2／27 �火 �蝕みがき相議 �午後2：00 ��総合福祉 �元1月生－ �商区西区 ～3 �00 �セ　ン　ター �7月生迄 �西浜区 

3／1 �木 �安産学級11） �午後1 －4 �30 00 �福　祉 センター �希　望　者 � 

3／2 �金 �操　作　教　室 �午前10：00 ～11：馴 ��〃 �町　　民 � 

3／6 �火 �甘子俣健推進n 定　例　会 �午後2 －4 �00 00 �町　役　場 � � 

3／7 �水 �はしか予防授権 �午後1 ～1 �20 引） �福　祉 センター �1才～ 3才未満 � 

3／8 �木 �安産・■戸綿（21 �午後1 －4 �加 00 �〃 �希　望　点 � 

3／9 �金 �操　作　教　室 �午前10：00 ～11：割） ��〃 �町　　民 � 

3／10 �た �jL児一般健診 �午後1 －3 �00 00 �〃 �平成元年3 月10日－12 月10日生迄 � 

3／15 �木 �安産学級（3I �午後1 －4 �30 00 �〃 �希　望　者 � 
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第13回新春体力づくり
トリムマラソン

約150人が参加．′
5キロと3キロのコースを自己

申告タイムを目指してマイペース
で走りました。

1月1日現在の人口

東【く �上　匡 �中　匡 �北　匡 �南　匡 �l勺　匡 �】醐亘 �Jr 

世常数 �724 �420 �394 �635 �554 �581 �745 �4．053 

男　子 �1．お8 �7割） 769 �髄8 653 �9鋸 �l 　814 l �958 �1．518 �7．032 

女－f・ 計 �l周9 ���し鵬6 �鮎0 �1．017 �1．493 3．011 �7．177 14．2〔将 

2．億7 �1．499 �11・321 �2．072 �1．674 �1．975 

●新春町民のつどい……………………2p

●町母子世帯生活の実態を調査報告…3p

●人材育成会派遣報告…………………4p

●平成元年母子保健家族計画…………5p

●健診結果のみかた……………………6p

●モミガラを培地に利用………………7p

●国民年金だより………………………8p

●こくはにゆうす………………………9p

標語：みんなで広げようボランティアの輸

「
ル
パ
ン
対
ホ
ー
ム
ズ
」
を
読
ん
で

話
手
納
小
六
牛
　
浜
　
元
　
美
和
子

私
が
図
書
館
で
「
ル
パ
ン
対
ホ
ー
ム

ズ
」
を
見
つ
け
た
の
は
、
夏
休
み
に
入

っ
て
か
ら
で
し
た
。

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
＝
ホ
ー
ム
ズ
全
集
は
、

五
年
生
の
時
に
全
部
読
み
終
え
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
ど
の
本
の
中
に
も
ル
パ
ン
の

名
前
は
一
度
も
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

イ

ギ

リ

ス

の

シ

ャ

ー

ロ

ッ

ク

＝

ホ

ー

ム

ズ
は
、
い
ち
い
人
が
来
な
い
か
ぎ
り
事

件
に
は
首
を
つ
っ
こ
み
ま
せ
ん
。
事
件

を
も
っ
て
く
る
人
が
ち
ゃ
ん
と
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ズ
は
、
行
動
的
で
、
ほ
と
ん
ど

怪
事
件
に
ぶ
つ
か
る
と
、
自
分
で
変
そ

う
し
て
事
件
の
糸
口
を
つ
か
ん
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
、
す
ご
く
研
究
熱
心
で
す
。

自
分
一
人
で
手
に
お
え
な
い
時
、
さ
が

し
物
、
尾
行
な
ど
の
時
、
ス
ラ
ム
街
の

子
供
達
に
小
使
い
を
あ
げ
て
、
尾
行
や

さ
が
し
物
を
た
の
む
事
が
あ
り
ま
す
。

7
ル
セ
ー
ヌ
‖
＝
ル
パ
ン
は
、
い
ろ
い

ろ
を
職
業
の
部
下
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に

い
て
、
く
わ
し
い
情
報
を
正
確
に
伝
え

て
き
ま
す
。
ル
パ
ン
自
身
も
変
そ
う
の

名
人
で
、
育
年
か
ら
白
し
ゃ
く
、
老
人
、

こ
じ
き
な
ど
幅
広
く
変
そ
う
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
事
件
の
中
で
自
分
と
同
じ

よ
う
を
頭
の
動
き
を
し
た
人
や
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
や
っ
て
い
る
の
に
ど

う
に
も
な
ら
な
い
人
に
は
、
自
分
か
ら

漬
極
的
に
出
て
い
っ
て
力
を
貸
し
た
り

す
る
お
せ
っ
か
い
で
、
人
情
に
も
ろ
い

や
さ
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
部
下
思
い
で
頼
り
に
を
る
怪
盗
紳

士
で
す
。「

ル
パ
ン
対
ホ
ー
ム
ズ
」
の
本
を
読

ん
で
、
私
が
気
に
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、

い
ち
い
人
に
呼
ば
れ
て
ホ
ー
ム
ズ
が
パ

リ
に
着
い
た
日
、
ぐ
う
せ
ん
に
ル
パ
ン

が
食
事
を
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
ホ

ー
ム
ズ
が
入
っ
て
き
ま
す
。
び
っ
く
り

し
た
ル
パ
ン
は
、
逃
げ
よ
う
か
、
か
く

れ
よ
う
か
迷
い
ま
す
が
、
自
分
か
ら
ホ

ー
ム
ズ
に
話
し
か
け
て
、
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
お
互
い
に
自
分
の
立
場
を
有
利

に
す
る
た
め
の
断
言
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
最
後
に
ホ
ー
ム
ズ
は

＃
ダ
イ
ヤ
を
取
り
戻
し
、
ガ
二
マ
ー
ル

警
部
に
ル
パ
ン
を
た
い
は
さ
せ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ズ
が
イ
ギ
リ
ス
へ
仰
る
時
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
逃
げ
た
ル
パ
ン

が
、
ホ
ー
ム
ズ
を
駅
ま
で
見
送
り
に
や

っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
「
二
人
を
見

送
り
も
し
を
い
礼
儀
知
ら
ず
だ
と
お
考

え
で
す
か
。
手
紙
を
下
さ
い
ま
す
ね
。

ワ
ト
ソ
ン
さ
ん
折
れ
た
腕
は
い
か
が
で

す
？
」
な
ど
と
一
方
的
に
話
を
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

私
は
そ
こ
を
読
ん
で
い
て
、
た
ぬ
き

と
き
つ
ね
の
ば
か
し
合
い
を
見
て
い
る

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
読
み
物
が
好
き
な
の
は
、
本
の

巾
で
自
分
自
身
が
、
E
人
公
に
を
れ
る
か

ら
で
す
。

㊥
㊥

○
中
山
眼
科
（
中
山
貞
之
院
長
）
よ
り

昨
年
六
月
に
開
院
し
た
記
念
に
と
、

人
材
育
成
会
、
諸
手
納
小
学
校
、
屋

良
小
学
校
、
嘉
手
納
中
学
校
、
嘉
手
納

高
校
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
嘉
手
納
幼
稚

園
、
屋
良
幼
稚
園
へ
そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
。

○
西
浜
区
子
供
会
か
ら
社
協
へ

第
五
回
西
浜
区
公
民
館
ま
つ
り
に
お

い
て
子
供
会
バ
ザ
ー
の
売
上
金
一
万

八
千
六
一
〇
円
。

○
仲
本
兼
盛
（
優
良
一
〇
〇
六
）
　
さ
ん

か
ら
人
材
育
成
会
基
金
へ
十
万
円
。

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
西
浜
区
子
供
会
の
み
な
さ
ん

ッ
．
j
十
．

G
r
に



平成2年2月1日…∫………・脚一・・■り・■り・・…・…・・…′∫…〝，∫仰・・…・…・……・・広報かでな

消防出初式
町民の生命財産を守る

▼小型ポンプ繰法
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沖縄県の最低賃金
沖縄県内の使用者は、この最低賃金より低い賞金で労働者を使用することはできません○

地域別最低賃金

毅低賃金の件名 �最低培金額 �適　　　用　　　範　　　囲 �効力発生年月日 

沖縄県最低1‡金 �1日　3，565円 1時間　446円 �沖縄県下のすべての労働者に適用されます。 �平成元年9月30日 

※ただし、産業別最低賃金対象業種に該当する甥合には当該最低貸金が通用になります0

圏最低賃金に算入されをいほ金……①相皆勤手当、通勤手当及び官族手当　⑧蜘寺に支払われるl‡金

③1箇月をこえる期間ごとに支払われる1‡金　④時間外・休日労働割増は金等。

圏上記ただしききにより産業別最低鱈金から適用除外となった者について、通用除外を理由に当該労

働者の鱈金を引下げないこと。

圏最低貸金に関する問い合わせは、沖縄労働基準局賃金謀＜電話（0988）68－3421＞又は最寄りの労働

基準監督署へ。

那覇労働基準監督署　沖縄労働基準監督署　名護労働基準監督署　宮古労働基準監督署　八重山労働基準監督署

0988－68－8040・3344　09893－9－3191・3192　0980－52－2691　　　　09807－2－1846・2303　　09808－2－2344・9445

労働保険（労災保険・雇用保険）は、みなさんが安心して働するための制度です。 

未手続の事業主の方は至急手続きをしましょう．′ 

≪沖縄労働基準局・労働基準監督署≫
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新
春
町
民
の
つ
ど
い

～
語
や
ら
び
ち
か
で
な
午
年
の
栄
え
～

町
役
場
、
商
工
会
共
催
の
新
春
町
民

の
つ
ど
い
が
一
月
五
日
・
午
後
六
時
か

ら
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た。

出
席
者
全
H
で
嘉
手
納
町
歌
を
斉
昭

主
催
者
を
代
表
し
吉
浜
町
長
は
「
九
卜

年
代
の
ス
タ
ー
ト
の
年
を
迎
え
、
二
十

一
世
紀
に
展
望
を
も
て
る
嘉
手
納
町
を

建
設
す
る
た
め
行
政
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
各
界
各
層
の
み
な
さ
ん
の
力
添

え
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。所

存
町
民
の
つ
ど
い
は
、
終
始
な
ご

や
か
を
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
、
新
年
の

門
出
を
祝
う
語
ら
い
の
甥
と
在
り
ま
し

た。

平
成
二
年
消
防
出
神
式
が
一
日
六
日

行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
十
時
か
ら
街
頭

パ
レ
ー
ド
、
午
後
二
時
か
ら
は
兼
久
海

浜
公
園
内
に
お
い
て
展
示
訓
練
へ
救
助

訓
練
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
）
、
四
時

か
ら
は
軍
用
地
主
等
会
館
で
式
典
に
移

った。式
は
、
町
長
、
県
知
事
、
県
消
防
協

会
、
町
議
会
議
長
、
諸
手
納
腎
怒
署
長

か
ら
「
災
害
は
人
命
と
財
産
に
被
雷
を

与
え
る
。
常
に
対
策
を
考
え
自
分
た
ち

の
地
域
は
地
域
で
守
る
消
防
体
制
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
旺
盛
を
消
防
糊
神

と
強
固
な
団
結
で
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
り
、
安
全
で
住
み
よ
い
平
和
を
ま

ち
に
す
る
た
め
町
民
の
信
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
切
望
す
る
」
と
各
氏
か
ら
訓

示
や
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

優
良
職
、
団
員
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
町
長
表
彰

※
俸
良
団
n
表
彰
　
草
地
　
英
和

照
屋
　
林
有

○
沖
縄
県
消
防
協
会
長
表
彰

※
俸
良
表
影
職
員
　
　
借
間
　
垂
正

宮
城
　
嘉
明

凛
凛
屈
伸
に
ゆ
う
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の

「
き
り
か
え
」
に
つ
い
て

〝
今
使
用
中
の
保
険
証
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
″

現
在
、
皆
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
保
険

証
（
退
職
者
保
険
証
も
含
む
）
は
、
三

日
三
十
一
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
て
使

え
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
区
自
治
会
事
務
所
に

お
い
て
新
し
い
保
険
証
へ
の
　
「
き
り
か

え
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
区
日
時

留
意
の
上
「
き
り
か
え
」
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

各
自
治
会
事
務
所
で
の
日
程
（
い
ず
れ

も
午
後
一
時
か
ら
六
時
ま
で
）

束
区
　
　
三
月
一
日

上
区
　
　
三
月
二
月

中
区
　
　
三
月
五
日

北
区
　
　
三
月
六
日

南
区
　
　
三
月
七
日

西
区
　
　
三
月
八
日

西
浜
区
　
三
日
九
円

「
き
り
か
え
」
に
必
要
な
も
の

0
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
印
鑑

○
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の

滞
納
の
あ
る
方
は
、
そ
の
分
の
納

付
金
餅

○
学
生
用
保
険
証
の
希
望
者
は
在
学

証
明
書
又
は
入
学
許
可
証

＊
国
保
税
は
あ
な
た
の
所
得
、
資
産
及

び
家
族
構
成
等
を
基
本
に
計
算
さ
れ

ま
す
の
で
所
得
申
告
は
町
役
場
税
務

課
窓
口
で
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。



平成2年2月1日…仰∫・…仰・…………〝〝一一〝〝・…〟…・・・”…・・・〝…′・・…広報かでな

沖縄県

仁志器蒜蒜示］国民年金だより

㊥差額分は国民年金は
2月15日、厚生年金
は2月1日にまとめ
て支払われます。

※夫婦お二人で受給されている場合は、
この2倍の額となります。

（例〉

昭和14年生まれの人

届け出 たけの人 �届け出をして 王に保険料 を納めた人 

年金の積加 頼（年額） �52，600円 �157，700円 

納める 保険料頼 �ー �259．200円 

納めた鰯を とりかえす 期　間 �－ �約1年8ケ月 

※年令により年金増加額は変わります。
また、保険料納付額も変わります。
㊨対象者
大正15年4月2日から昭和25年4月
1日までに生まれた人で、昭和36年

4月から昭和45年3月まで沖縄に住

んだことのある人。（厚生年金の加
入者や公務員の方も対象と在ります。）

㊨届出期限一平成4年3月末日
届け出は市町村役場の担当窓口へ。
追納した額は、1年8ケ月で取り戻せ
ます。

早めに届け出を．′

県立高等学校定時制課程の「特別募集」について

送付された調査書その他必要な書類に基づいて行

います。

（21検査期日は平成2年3月16日（勉です。

4．合格発表

平成2年3月24日り〕

5．「特別募集」による本校への入学者数及び年令構成

学　年 �1 �2 �3 �4 �計 

人　数 �11 �6 �2 �7 �26 

年　令 �20、29 �30～39 �40、49 �50以上 �計 

人　数 �3 �5 �14 �4 �26 

6．問い合わせ

県立中部農林高等学校

℡09897－3－3578

一8－

1．趣　旨

この制度は、中学校卒業後いろいろな理由で、高校

へ進学出来なかった勤労青少年に高校教育の機会を

棟極的にあたえようとする趣旨から設けられている

制度です。

2．出願資格及び出願手続き

（1働労者で涌20歳以上の男女

（2）中学校卒業と同等以上の学力があると認められる

男女

（3）高校等を中退したが、もう一度勉学したい男女

（4）出陳期間は平成2年2月13日（州から2月15日（和

（5）受付時間は午前9時から午後5時まで、ただし受

付の最終日は正午までとする。

3．選　抜

（1）選抜は、作文及び面接の結果と出身中学校長から

広報かでな一仰・・・………一…・・……・・・……・∫…′仰……′∫一…一………平成2年2月1日

ムーチー作りで交流

国
民
年
金
受
給
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

平
成
元
年
4
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

届
け
出
だ
け
で
、

年
金
が
ふ
え
ま
す
。

沖
縄
特
別
措
置
に
よ
り
、
届
け
出
す
る
だ
け
で

年
金
受
給
額
が
ふ
え
、
保
険
料
を
追
納
す
れ
ば
、

さ
ら
に
高
い
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

町
母
子
世
帯
生
活
の
実
態
を
調
査
報
告

今
回
の
母
子
世
帯
の
実
態
調
査
は
、

諸
手
納
町
母
子
寮
柑
福
祉
会
結
成
十
同

年
を
記
念
し
て
、
町
内
に
お
け
る
母
子

世
帯
の
生
油
の
実
態
と
母
子
寡
婦
福
祉

会
の
活
動
に
対
す
る
全
日
の
要
望
等
を

的
確
に
把
捉
し
、
実
情
に
即
し
た
母
子

福
祉
対
策
を
強
化
・
推
進
す
る
た
め
の

基
礎
資
材
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
二
月
六
日
現
在
を
調
査
日

と
し
、
琉
球
大
学
法
文
学
部
社
会
学
科

助
教
授
川
添
稚
由
氏
の
指
導
の
も
と
、

母
子
全
役
員
・
民
生
委
貝
児
童
委
n
協

議
会
婦
人
部
・
杜
協
の
協
力
で
調
査
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
十
二
月
二
十
二
日
、
町
長
室
に

お
い
て
、
嘉
友
名
敏
子
町
母
子
寮
帰
福

祉
会
々
良
か
ら
町
長
へ
実
態
調
査
の
報

告
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
書
は
、
調
査
結
果
の
分
析
が
十

四
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

嘉
手
納
町
に
在
住
す
る
母
子
世
帯
は

二
百
五
十
七
世
帯
、
有
効
回
答
者
数
二

百
二
十
三
世
帯
。
母
子
世
帯
の
母
親
は

三
十
歳
代
が
半
数
近
く
占
め
て
最

も
多
い
。
回
収
率
八
十
六
・
八
％

の
非
常
に
高
い
回
収
率
で
あ
っ
た
。

母
子
世
帯
に
は
、
離
婚
や
未
婚

の
母
の
世
帯
が
多
く
、
桂
活
状
態

の
想
い
世
帯
も
多
く
、
経
済
的
・

社
会
的
な
面
で
苦
労
が
多
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

集
団
リ
ハ
ビ
リ

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
バ
⊥
丁
イ
ー

恥
　
今
回
の
調
査
結
果
全
般
を
踏
ま

え
て
、
「
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」

「
学
童
お
よ
び
夜
間
保
育
所
の
設

置
」
　
「
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
泊
動

の
充
実
強
化
」
の
四
点
が
提
言
さ

れ
て
い
る
。

嘉
手
納
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
、
一

月
七
日
、
午
前
十
時

か
ら
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
町
内
の

小
学
生
と
ム
ー
チ
ー

作
り
を
楽
し
ん
だ
。

こ
れ
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
社
会
交
流
事
菓

の
一
項
と
し
て
、
昨
年
か
ら
小
学
生
を

招
い
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

「
子
ど
も
た
ち
が
強
く
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
賄
い
を
こ
め
て
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
は
、
モ
チ
を
こ
ね
る

こ
と
か
ら
、
ム
ー
チ
ー
ガ
ー
サ
の
包
み

方
、
蒸
す
ま
で
手
と
り
足
と
り
ム
ー
チ

ー
作
り
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

コ
ザ
保
健
所
管
内
の
六
市
町
村
で
集

団
リ
ハ
ビ
リ
（
機
能
回
復
訓
練
）
を
続

け
て
い
る
人
た
ち
の
合
同
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
が
十
二
月
二
十
五
円
、
諸

手
納
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
1
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
老
健
法
に
基
づ
い
た
事
業

と
し
て
、
機
能
回
復
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
藩
手
納
町
、
読
谷
村
・
北
谷
町
・

沖
縄
市
・
北
中
城
村
・
中
城
村
の
六
市

町
村
約
百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も

の。

パ
ー
二
T
ィ
ー
は
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

ー
ム
や
市
町
村
ご
と
の
余
興
や
食
事
も

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
兼
ね
楽
し
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
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人
材
育
成
会
派
遣
報
告

大
山
町
人
材
交
流
事
業
に
参
加
し
て

十
二
月
二
十
四
日
～
十
二
月
二
十
七

日
ま
で
、
嘉
手
納
町
と
鳥
取
県
大
山
町

と
の
交
涜
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

屋
根
小
学
校
の
五
年
生
か
ら
五
八
、

嘉
手
納
小
学
校
か
ら
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。で
も
、
な
ぜ
、
こ
う
い
う
交
流
会
を

は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ぎ
間

を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
目
的
は
何

な
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
、
し
お
り
を
開

い
て
調
べ
て
み
る
と
、
こ
う
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。

「
嘉
手
納
町
の
児
童
が
生
活
か
ん
き

ょ
う
の
異
な
る
鳥
収
県
大
山
町
に
お
い

て
、
生
活
撞
式
、
社
会
生
活
等
を
経
験

し
な
が
ら
、
友
情
と
連
帯
の
椚
神
を
養

い
、
夢
と
希
望
、
自
信
と
勇
気
あ
る
嘉

手
納
町
を
机
う
H
‖
少
年
の
人
材
行
成
を

図
る
こ
と
を
口
約
と
す
る
」
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
三
つ
の
円
的
の
な
か
か
ら
、

友
情
と
連
借
の
椚
神
を
養
う
と
い
う
こ

と
を
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
人
山
西
小
学
校
の
五
年
生

の
み
な
さ
ん
と
青
年
の
家
に
泊
っ
た
時

で
す
。
私
の
部
尾
の
み
ん
な
と
す
ぐ
に

友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
入
′
で
は
文

通
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
そ
の
後
、
の
ど
が
い
た
く
て
覆

れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
屋

の
み
ん
な
が
心
配
し
て
、
薬
や
の
ど
あ

め
を
も
ら
っ
て
き
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

私
は
、
次
の
日
、
声
を
出
せ
を
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時
に
、
友

達
同
士
が
肋
け
合
っ
た
り
協
力
し
合
っ

た
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
な
と
思
い
ま

した。そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
私
が
民
泊
し

た
宮
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
成

功
さ
せ
よ
う
と
み
ん
な
が
協
力
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
細
め

て
会
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
不
安
な
気
持

ち
に
在
り
ま
し
た
が
、
自
然
に
お
友
達

に
在
っ
て
ケ
ー
ム
を
し
た
り
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。

私
は
大
山
町
に
来
て
、
い
ろ
い
ろ
な

面
か
ら
「
大
山
町
の
人
は
、
目
的
を
達

成
し
よ
う
と
お
た
が
い
協
力
し
合
っ
て

い
る
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

友
達
同
上
力
を
合
わ
せ
て
協
力
す
れ

ば
、
と
ん
な
こ
と
で
も
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

屋
良
小
五
年
　
泉
州
　
麗
子

私
は
、
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
十
二

月
二
十
七
日
に
か
け
て
、
鳥
取
県
の
大

山
町
と
私
達
嘉
手
納
町
の
児
童
交
流
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
窟

手
納
小
十
名
、
屋
良
小
五
名
、
計
十
五

名
で
す
。
私
達
は
、
沖
縄
か
ら
大
阪
、
そ
し
て

米
子
と
飛
行
機
を
乗
り
つ
い
で
烏
耶
県

に
薫
き
ま
し
た
。
き
り
の
か
か
っ
た
大

山
の
山
が
見
え
て
き
た
と
き
、
私
は
夢

を
み
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

米
子
空
港
か
ら
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
大
山
町
へ
向
か
い
ま
し
た
。
バ
ス
の

中
か
ら
外
を
見
て
み
る
と
、
沖
縄
の
道

路
を
走
っ
て
い
る
よ
う
を
気
が
し
ま
し

た。

大
山
町
の
中
央
公
民
館
で
は
、
民
泊

家
庭
の
父
母
の
ガ
や
児
童
の
み
な
さ
ん
、

そ
し
て
町
長
さ
ん
、
そ
の
ほ
か
に
も
た

く
さ
ん
の
方
々
が
仙
迎
え
て
紙
迎
合
を

し
て
ド
さ
い
ま
し
た
。
歓
迎
会
が
終
わ

る
と
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
受
け
取
り
そ

れ
ぞ
れ
の
民
泊
先
へ
向
か
い
ま
し
た
。

私
の
民
泊
先
は
、
野
島
奈
津
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
で
、
田
中
理
想
さ
ん
の
お

宅
で
す
。
理
恵
さ
ん
の
お
宅
に
背
く
と
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
ー
い
」
と
家
族
の
み
な

さ
ん
が
温
か
く
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

夕
食
、
片
付
け
、
入
浴
な
ど
を
す
ま
せ

た
あ
と
、
家
族
の
み
な
さ
ん
と
粛
手
納

町
の
こ
と
や
沖
縄
県
の
こ
と
を
お
話
し

た
り
し
て
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た。

三
日
目
は
、
中
の
原
ス
キ
ー
糊
で
大

山
西
小
学
校
の
友
達
六
十
名
と
ス
キ
ー

を
し
て
交
流
を
し
た
と
っ
て
も
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

私
は
、
大
山
町
に
来
て
、
沖
縄
で
は

け
っ
し
て
で
き
を
い
帝
」
合
繊
、
電
車
、

ス
キ
ー
な
ど
の
体
験
が
で
き
た
こ
と
や

多
く
の
人
達
の
や
さ
し
さ
な
ど
に
ふ
れ

合
え
て
楽
し
く
過
ご
し
た
四
日
間
の
思

い
出
は
、
け
っ
し
て
わ
す
れ
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
民
泊
家
庭
の
み
な
さ
ん

や
私
達
の
め
ん
ど
う
を
見
て
下
さ
っ
た

多
く
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
で
の

体
験
は
、
私
の
一
生
の
宝
物
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
諸
手
納
小
五
年
　
比
嘉
仁
衣
奈

モ
ミ
ガ
ラ
培
地
栽
培
と
い
う
新
し
い

栽
培
法
が
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
モ

ミ
ガ
ラ
に
赤
土
・
木
炭
粉
・
接
種
燐
硝

安
加
東
肥
料
⊥
ロ
ン
グ
）
を
混
ぜ
合
わ

せ
た
培
地
を
作
り
、
コ
マ
ツ
ナ
・
ナ
ン

ゲ
ン
サ
ィ
‥
不
ギ
な
ど
を
栽
培
す
る
と

い
う
も
の
。

こ
の
方
法
は
、
土
排
で
も
水
耕
で
も

な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
栽
培
方
法
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。
最
大
の
特
長
は
省
力
的
で

コ
ス
ト
が
極
め
て
安
い
こ
と
。
こ
の
方

法
を
開
発
し
た
東
京
都
農
業
試
験
場
江

つ

き

l

‘

．

圭

．

妻

－

．

1

一

1

．

仰　　　　　「　
．

酬
　
モ
ミ
ガ
ラ
を
培
地
に
利
用

「　新．針㌢折糾

「

重

量

　

…

戸
川
分
糊
の
小
沢
聖
さ
ん
は
、
「
安
価
で

手
間
の
か
か
ら
な
い
モ
ミ
ガ
ラ
培
地
は
、

三
年
は
も
ち
ま
す
」
と
実
用
的
で
あ
る

こ
と
を
強
調
す
る
。

モ
ミ
ガ
ラ
培
地
栽
培
法
は
、
培
地
と

し
て
モ
ミ
ガ
ラ
を
約
八
〇
％
、
赤
土
を

二
〇
％
、
木
炭
粉
二
商
品
名
り
き
）
を

一
～
四
％
、
被
覆
燐
如
里
肥
料
へ
商
品

名
ロ
ン
グ
）
の
七
十
日
タ
イ
プ
を
一
リ

ッ
ト
ル
当
た
り
約
七
グ
ラ
ム
、
百
四
十

日
タ
イ
プ
を
同
約
十
四
グ
ラ
ム
を
混
せ

合
わ
せ
た
も
の
を
使
用
す
る
。

モ
ミ
ガ
ラ
は
、
保
温
作
は
高
い
が
保

水
性
が
低
い
の
で
、
保
水
性
を
高
め
る

た
め
赤
土
を
容
量
に
し
て
二
割
程
度
混

入
す
る
。
木
炭
粉
は
成
分
が
明
ら
か
な

も
の
な
ら
何
で
も
よ
い
が
、
カ
ル
シ
ウ

ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
微
昆
要
素

の
欠
之
対
策
と
し
て
容
量
で
二
～
四
％

程
度
混
入
す
る
。

さ
ら
に
、
紹
効
惟
肥
料
（
ロ
ン
グ
）

を
使
用
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
紳

期
生
育
を
良
く
す
る
た
め
、
七
卜
日
タ

イ
プ
と
百
四
十
日
タ
イ
プ
を
組
み
合
わ

五
分
の
一
と
な
る
。

こ
の
培
地
の
製
造
労
力
は
一
立
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
で
四
人
で
一
時
間
半
程

度
。
モ
ミ
ガ
ラ
培
地
を
製
造
し
た
ら
、

こ
れ
を
タ
テ
四
十
五
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
．
二

十
二
セ
ン
チ
、
深
さ
十
セ
ン
チ
の
箱
に

詰
め
る
。
箱
の
底
面
は
、
防
虫
ネ
ソ
ト

な
ど
通
水
件
の
あ
る
も
の
を
利
用
す
る
。

箱
の
形
や
底
の
網
は
あ
ま
り
固
定
的
に

考
え
る
必
要
は
な
く
、
安
価
で
長
持
ち

す
る
も
の
な
ら
何
で
も
よ
い
。
で
き
れ

ば
、
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
安
価
な
材

」都農
試

料
を
組
み
合
わ
せ

て
自
分
で
作
る
方

が
良
い
。

固
体
、
空
気
、

水
分
の
三
層
の
バ

ラ
ン
ス
が
う
ま
く

と
れ
る
培
地
と
し

せ
て
利
用
す
る
。

こ
れ
ら
の
資
材
は
、
木
炭
粉
・
緩
効

性
肥
料
を
除
い
て
自
分
で
調
達
で
き
る

の
で
、
コ
ス
ト
は
極
め
て
安
い
。

培
地
の
コ
ス
ト
を
比
較
す
る
と
、
例

え
ば
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
の
培
地
八
十
ミ
リ

厚
で
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
は
千
五

百
円
程
度
で
あ
る
が
、
モ
ミ
ガ
ラ
培
地

で
は
同
様
の
も
の
が
六
卜
五
円
か
ら
百

三
十
円
で
、
十
分
の
一
以
下
の
コ
ス
ト

で
す
む
。
重
職
も
モ
ミ
ガ
ラ
培
地
は
土

が
二
〇
％
し
か
入
っ
て
い
な
い
の
で
約

て
、
安
価
な
も
の
は
何
か
と
探
し
た
と

こ
ろ
、
「
農
家
が
最
も
手
に
入
れ
や
す
く
、

タ
ダ
の
も
の
と
し
て
モ
ミ
ガ
ラ
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
、
モ
ミ
が
ラ
開
発
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

具
体
的
な
栽
培
方
法
を
紹
介
す
る
と
、

例
え
ば
ナ
ン
ゲ
ン
サ
イ
で
は
、
株
間
十

セ
ン
チ
、
条
間
十
五
セ
ン
チ
で
揺
憾
す

る
。
そ
の
後
は
毎
朝
一
回
、
ベ
ッ
ド
全

体
が
し
め
る
程
度
に
か
ん
水
す
る
だ
け

で
よ
い
。
四
十
日
程
度
で
収
稽
で
き
る
。

収
糟
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
次
の
播
種

を
し
て
い
く
。

こ
の
方
法
で
ナ
ン
ゲ
ン
サ
イ
は
年
ヒ

作
、
コ
マ
ツ
ナ
は
八
作
が
可
能
だ
。
モ

ミ
ガ
ラ
培
地
も
時
々
緩
効
作
肥
料
を
追

肥
し
て
や
る
だ
け
で
、
三
年
程
度
は
も

つ。

こ
の
ほ
か
、
多
く
の
較
弱
野
菜
が
栽

培
可
能
で
、
例
え
ば
ネ
ギ
・
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
・
春
菊
‥
一
ラ
‥
、
、
ツ
バ
・
サ
ラ

ダ
ナ
・
カ
ブ
な
ど
が
有
望
で
あ
る
。

モ
ミ
ガ
ラ
培
地
は
、
三
年
は
ど
し
た

ら
畑
へ
た
い
肥
化
し
て
土
壌
還
元
で
き

る。

培
培
地
も
場
所
を
選
ば
ず
、
露
地
で

も
ハ
ウ
ス
内
で
も
設
訳
で
き
、
架
台
の

上
に
モ
ミ
ガ
ラ
培
地
の
ベ
ッ
ド
を
置
け

ば
、
立
っ
た
ま
ま
作
業
が
で
き
作
業
労

力
も
か
な
り
軽
減
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
根
効
性
肥
料
を

紹
介
し
た
が
、
接
効
性
肥
料
の
か
わ
り

に
培
養
液
で
お
き
か
え
て
い
く
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

「
隔
離
ベ
ッ
ド
の
長
所
を
生
か
し
て

連
作
障
害
を
防
ぎ
、
し
か
も
コ
ス
ト
の

か
か
ら
な
い
栽
培
法
と
し
て
農
家
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
小
沢
さ
ん
は

い
う
。す

で
に
モ
ミ
ガ
ラ
培
地
で
香
辛
野
菜

な
ど
を
栽
増
し
、
好
成
績
を
得
て
い
る

農
官
も
出
て
い
る
。

一
月
十
日
は

「
℡
一
一
〇
番
の
日
」
で
す

あ
な
た
の
二
〇
番

一
一
〇
番
の
政
人
の
ね
ら
い
は
、
↓
刻

も
早
く
腎
察
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
で

す
。
事
件
発
生
か
ら
警
察
官
の
現
場
到

都
時
間
が
短
い
ほ
ど
、
犯
人
を
検
挙
す

る
確
立
が
高
く
在
り
ま
す
。

■
一
一
〇
番
の
正
し
い
か
け
方

○
何
が
あ
っ
た
か
、
ま
ず
話
し
て
下
さ

（
け
ん
か
、
交
通
事
故
、
強
盗
な
ど
）

燕
つ
づ
い
て
一
一
〇
番
の
係
n
が
次

の
こ
と
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
の
で

落
ち
葺
い
て
お
答
え
下
さ
い
。

○
い
つ
　
ど
こ
で

（
発
生
時
間
、
場
所
、
近
く
の
目
標

物
な
ど
）

○
犯
人
は

（
人
数
、
人
相
、
着
て
い
る
も
の
、

特
徴
、
逃
走
方
向
な
ど
）

○
何
で
逃
走
し
た
か

（
歩
い
て
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
車

で）
○
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名

（
電
話
番
号
、
事
件
、
事
故
と
の
関

係）
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確定　申　告 
所得税は2月16日～3月15日まで 

消費税（個人事業者）は4月2日まで 

申告と納税は正しく早めに．く／ 

平
成
元
年
母
子
保
健
家
族
計
画

全
国
大
会
に
参
加
し
て

亀
　
島
　
ト
ミ
子

平
和
で
心
豊
か
を
親
づ
ィ
、
り
と
、
す

べ
て
の
子
供
の
幸
せ
を
求
め
て
母
子
保

健
を
語
ろ
う
－
を
テ
ー
マ
に
和
歌
山
県

に
お
い
て
、
去
る
十
一
日
九
日
・
十
日

の
両
日
に
わ
た
っ
て
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、

五
人
の
先
生
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
糊
か

ら
、
子
ど
も
の
健
康
－
そ
の
心
と
か
ら

だ
」
と
超
し
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

0
母
子
保
健
の
立
場
か
ら
・
束
京
大
学

医
学
部
母
子
保
健
学
教
授
・
日
暮
真

○
心
理
学
の
立
場
か
ら
・
　
　
　
筑

波
大
学
心
理
学
系
教
授
・
炎
仁
田
昭

○
小
児
科
医
の
立
場
か
ら
・
和
歌
山
県

医
科
大
学
小
児
科
教
授
・
小
池
通
夫

○
児
童
相
談
を
と
お
し
て
・

東
大
阪
児
竜
相
談
所
所
長
・
官
常
忠

○
母
子
保
健
推
進
貢
活
動
を
と
お
し
て

挟
間
歌
子

私
は
、
母
子
推
進
臼
と
し
て
出
席
し

ま
し
た
の
で
、
母
子
推
進
員
の
発
表
を

か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す。

「
推
進
員
の
仕
事
も
理
解
し
な
い
ま

ま
に
引
き
受
け
、
不
安
な
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
し
て
二
年
後
、
一

期
日
に
入
り
推
進
員
と
し
て
の
役
目
、

役
割
l
二
つ
い
て
の
研
修
会
を
町
保
健
婦

さ
ん
の
指
導
で
、
隔
月
一
回
開
き
、
い

ろ
い
ろ
な
勉
強
を
し
て
い
く
う
ち
に
、

少
し
は
自
覚
も
で
き
町
の
保
健
衛
生
行

政
の
現
状
の
説
明
も
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

母
子
に
関
す
る
各
軸
の
検
診
率
の
低

い
こ
と
も
わ
か
り
、
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
蝶
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多

く
受
診
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と
推
進
員
印
幡
会

で
話
し
合
い
を
も
ち
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
郵
送
の
個
人
通
知
書
は
、

各
受
け
持
ち
地
区
を
各
々
推
進
臼
が
、

一
軒
一
軒
訪
問
配
布
し
、
検
診
の
必
要

性
を
説
き
通
知
書
を
渡
し
た
。
そ
の
か

い
あ
っ
て
、
検
診
率
が
向
上
し
た
の
は

言
う
ま
で
も
を
′
＼
　
そ
の
地
区
の
小
さ

を
事
ま
で
情
報
が
は
い
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
達
推
進
口
は
、
保
健
婦
さ
ん
と
母

子
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
活
動
は
、
常
に
保
健
姉
さ
ん

と
の
連
絡
を
密
に
し
、
隔
日
に
保
健
婦

を
講
師
に
研
修
会
を
も
っ
て
い
ま
す
。

母
乳
栄
産
の
す
ぼ
ら
し
さ
も
再
認
識
し
、

母
親
学
級
・
妊
婦
検
診
の
す
す
め
、
と

く
に
第
一
子
の
妊
婦
に
は
、
母
親
学
鞭

の
受
講
を
勧
め
て
お
り
ま
す
。

母
乳
の
成
分
が
乳
児
の
発
育
に
も
っ

と
も
適
し
て
い
る
こ
と
、
母
子
関
係
の

確
立
の
た
め
母
乳
は
心
に
栄
養
を
与
え

る
と
い
う
1
‥
・
あ
ら
た
め
て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
主
婦
は
家
族
の
主

治
医
で
す
。
官
族
の
健
康
管
理
は
よ
く

観
察
す
る
事
で
す
」
と
い
う
内
容
の
も

の
で
し
た
。

私
達
主
婦
は
吉
族
の
主
治
医
で
す
の

で
、
重
大
を
責
任
が
両
肩
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
私
達
自
身
が
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
、
適
度
な
運
動
と
休
養
を
心

が
け
て
健
礫
の
保
持
増
進
に
留
意
し
た

い
も
の
で
す
。

大
会
に
参
加
し
て
、
私
達
母
子
推
進

日
は
、
こ
れ
か
ら
の
母
子
保
健
の
向
上

に
今
ま
で
以
上
に
努
力
し
な
け
れ
ば
在

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
L
ま
た
、
次
の

世
代
を
杓
う
人
づ
く
り
を
真
剣
に
考
え

る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
こ
れ
か
ら
の
母
子
推
進

員
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ます。

町
・
県
民
税
の
申
告
は

早
め
に
〃
‥

町
役
甥
税
務
課

平
成
元
年
分
の
町
民
税
・
県
民
税
の

申
告
は
、
二
月
十
六
円
か
ら
始
ま
り
、

三
月
十
五
日
ま
で
と
を
っ
て
い
ま
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ

け
早
め
に
お
酒
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
元
年
中
で
所
得
が
な
い

人
と
所
得
が
少
な
い
人
も
、
申
告
を
し

な
い
と
非
課
税
の
証
明
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
申
請
免
除
な
ど
の
手
続
き

に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
、
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

拝
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
は
、
町
・
県

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ら
っ
て
い
る
人

迂
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
推
描
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
が

受
け
ら
れ
る
人
は
、
申
告
を
し
て
税

金
の
払
い
も
ど
し
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

移
動
納
税
相
談

日
時
‥
二
月
二
十
八
日
と
三
日
一
日

午
前
九
時
半
～
午
後
四
時

堀
所
‥
嘉
手
納
町
軍
用
地
主
会
館

所
得
の
税
額
の
計
算
の
仕
方
、
申
告

書
の
書
き
方
な
ど
で
分
か
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
だ
よ
り

確
定
申
告
を
し
を
け
れ
ば
な
ら
を
い
人

●
事
業
所
得
が
あ
る
人

・
土
地
や
建
物
な
ど
を
貸
し
て
不
動

産
所
得
が
あ
る
人

・
土
地
や
建
物
を
ど
を
売
っ
た
人
で

譲
渡
所
得
が
あ
る
人

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
間

収
入
が
一
千
五
百
万
円
を
超
え
る

人
や
、
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
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平成元年　検診結果より

東 �上 �中 �北 �南 �西 �西浜 �計 

心 電 図 �受　検　老 �103 �44 �59 �157 �61 �69 �81 �474 

異　常　者 �27 �8 �11 �9 �17 �18 �6 �106 

率（％） �26 �18 �18．6 �15 �27．8 �26 �19．8 �22．4 

眼 底 �受　検　老 �89 �36 �51 �48 �52 �63 �70 �409 

異　常　者 �8 �2 �0 �2 �0 �6 �1 �21 

率（％） �8 �5 �0 �4 �0 �9．5 �1．4 �5 

ー　6　－

こんな　場合は

すぐ　専門医へ

2．胸部に痛みや

不快感がある

1．ひや汗が出る

3．階段の昇り降

りにも動悸が

激しい、脈が
とぎれる

こういう症状が重なったら、

早い機会に専門医の診察を受
けましょう。

心
臓
は
血
滴
を
か
ら
だ
の
す
み
ず
み

ま
で
送
る
大
切
な
ポ
ン
プ
で
す
。
こ
の

ポ
ン
プ
の
働
き
を
み
る
一
般
的
な
方
法

の
一
つ
が
心
電
図
検
査
で
す
。

★
心
電
図
で
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
か

心
電
図
で
は
、
不
整
脈
（
脈
の
乱
れ
）

の
有
無
と
そ
の
種
類
、
心
臓
の
筋
肉
　
（

心
筋
）
　
の
障
害
の
有
無
と
そ
の
程
度
、

そ
し
て
心
臓
の
肥
大
の
よ
う
す
な
ど
が

わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
心
電
図
は
、
あ
な
た
の

★
眼
底
検
査

血
管
の
高
血
圧
変
化
や
動
脈
硬
化
の

度
合
が
わ
か
り
ま
す
。

眼
底
検
査
と
は
、
眼
の
奥
の
血
管
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
検
査
で

す
。
眼
底
の
血
管
は
脳
の
中
に
入
る
血

管
の
枝
分
か
れ
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

動
脈
の
よ
う
す
を
調
べ
る
と
脳
の
な
か

の
動
脈
硬
化
、
高
血
圧
性
変
化
の
程
度

が
わ
か
り
ま
す
。

r
．
、
、
、
、
、
㌔
、
、
、
．
三
．
．
、
、
、
、
．
、
J
．
、
ノ
．
．
．
、
、
、
、
、
・
．
、
㌧
、
」

九　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　√

※
成
人
病
予
防
遇
同
　
　
　
人

〈

二
日
一
旦
木
）
～
二
月
七
旦
水
こ

◎
一
年
に
一
回
は
検
診
を
受
け
ま
肌

し

よ

う

。

　

′

　

　

　

　

　

　

V

心
筋
梗
塞
や
狭
心

症
の
判
定
と
予
防

に
有
効
な
検
査
法

で
す
。
そ
れ
の
み

で
は
な
く
、
高
血

圧
や
動
脈
硬
化
の

進
み
具
合
い
を
調

健
診
結
果
の
み
か
た

シ
リ
ー
ズ
そ
の
㈱

心
電
図
と
眼
底
検
査

べ
、
高
血
圧
の
治
療
を
す
べ
き
か
ど
う

か
の
判
定
に
も
重
要
な
検
査
で
す
。

★
心
巌
が
悪
い
と
言
わ
れ
た
ら

さ
ら
に
和
宮
な
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

1
つ
0

心
臓
病
と
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、
弁
膜
症
、
不
整
脈
、

心
筋
梗
塞
を
ど
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
病
気
の
大
部
分
は
治
る
も

の
で
す
が
、
全
治
し
な
く
て
も
適
切
な

治
横
で
軽
く
を
り
ま
す
。

◎
ミ
ニ
知
識

動
脈
硬
化
と
は
、
血
管
の
内
側

に
コ
レ
ス
ト
ロ
ー
ル
の
沈
苔
等
が

お
こ
り
、
内
陸
が
狭
く
な
り
血
液

の
通
り
が
悪
く
な
っ
た
状
態
で
す

動
脈
硬
化
は
、
脳
卒
中
、
狭
心

心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
を
引
き
起

こ
す
原
闇
と
な
り
ま
す
。



平成2年2月1日■H・■h・・……・…・………………・・………………・……・・〝…広報かでな

▼大山町の皆さんともち作りを楽しむ

広報かでな・・・仰…・…〝…………”…………∫……・…・…・…一…・…平成2年2日1日

人
材
育
成
会
派
遣
報
告

大
山
町
人
材
交
流
事
業
に
参
加
し
て

十
二
月
二
十
四
日
～
十
二
月
二
十
七

日
ま
で
、
嘉
手
納
町
と
鳥
取
県
大
山
町

と
の
交
涜
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

屋
根
小
学
校
の
五
年
生
か
ら
五
八
、

嘉
手
納
小
学
校
か
ら
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。で
も
、
な
ぜ
、
こ
う
い
う
交
流
会
を

は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ぎ
間

を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
目
的
は
何

な
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
、
し
お
り
を
開

い
て
調
べ
て
み
る
と
、
こ
う
書
い
て
あ

り
ま
し
た
。

「
嘉
手
納
町
の
児
童
が
生
活
か
ん
き

ょ
う
の
異
な
る
鳥
収
県
大
山
町
に
お
い

て
、
生
活
撞
式
、
社
会
生
活
等
を
経
験

し
な
が
ら
、
友
情
と
連
帯
の
椚
神
を
養

い
、
夢
と
希
望
、
自
信
と
勇
気
あ
る
嘉

手
納
町
を
机
う
H
‖
少
年
の
人
材
行
成
を

図
る
こ
と
を
口
約
と
す
る
」
と
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
三
つ
の
円
的
の
な
か
か
ら
、

友
情
と
連
借
の
椚
神
を
養
う
と
い
う
こ

と
を
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
人
山
西
小
学
校
の
五
年
生

の
み
な
さ
ん
と
青
年
の
家
に
泊
っ
た
時

で
す
。
私
の
部
尾
の
み
ん
な
と
す
ぐ
に

友
達
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
入
′
で
は
文

通
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
そ
の
後
、
の
ど
が
い
た
く
て
覆

れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
屋

の
み
ん
な
が
心
配
し
て
、
薬
や
の
ど
あ

め
を
も
ら
っ
て
き
て
く
れ
な
か
っ
た
ら

私
は
、
次
の
日
、
声
を
出
せ
を
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時
に
、
友

達
同
士
が
肋
け
合
っ
た
り
協
力
し
合
っ

た
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
な
と
思
い
ま

した。そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
私
が
民
泊
し

た
宮
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
成

功
さ
せ
よ
う
と
み
ん
な
が
協
力
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
、
細
め

て
会
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
不
安
な
気
持

ち
に
在
り
ま
し
た
が
、
自
然
に
お
友
達

に
在
っ
て
ケ
ー
ム
を
し
た
り
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。

私
は
大
山
町
に
来
て
、
い
ろ
い
ろ
な

面
か
ら
「
大
山
町
の
人
は
、
目
的
を
達

成
し
よ
う
と
お
た
が
い
協
力
し
合
っ
て

い
る
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

友
達
同
上
力
を
合
わ
せ
て
協
力
す
れ

ば
、
と
ん
な
こ
と
で
も
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

屋
良
小
五
年
　
泉
州
　
麗
子

私
は
、
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
十
二

月
二
十
七
日
に
か
け
て
、
鳥
取
県
の
大

山
町
と
私
達
嘉
手
納
町
の
児
童
交
流
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
窟

手
納
小
十
名
、
屋
良
小
五
名
、
計
十
五

名
で
す
。
私
達
は
、
沖
縄
か
ら
大
阪
、
そ
し
て

米
子
と
飛
行
機
を
乗
り
つ
い
で
烏
耶
県

に
薫
き
ま
し
た
。
き
り
の
か
か
っ
た
大

山
の
山
が
見
え
て
き
た
と
き
、
私
は
夢

を
み
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

米
子
空
港
か
ら
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
大
山
町
へ
向
か
い
ま
し
た
。
バ
ス
の

中
か
ら
外
を
見
て
み
る
と
、
沖
縄
の
道

路
を
走
っ
て
い
る
よ
う
を
気
が
し
ま
し

た。

大
山
町
の
中
央
公
民
館
で
は
、
民
泊

家
庭
の
父
母
の
ガ
や
児
童
の
み
な
さ
ん
、

そ
し
て
町
長
さ
ん
、
そ
の
ほ
か
に
も
た

く
さ
ん
の
方
々
が
仙
迎
え
て
紙
迎
合
を

し
て
ド
さ
い
ま
し
た
。
歓
迎
会
が
終
わ

る
と
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
受
け
取
り
そ

れ
ぞ
れ
の
民
泊
先
へ
向
か
い
ま
し
た
。

私
の
民
泊
先
は
、
野
島
奈
津
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
で
、
田
中
理
想
さ
ん
の
お

宅
で
す
。
理
恵
さ
ん
の
お
宅
に
背
く
と
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
ー
い
」
と
家
族
の
み
な

さ
ん
が
温
か
く
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

夕
食
、
片
付
け
、
入
浴
な
ど
を
す
ま
せ

た
あ
と
、
家
族
の
み
な
さ
ん
と
粛
手
納

町
の
こ
と
や
沖
縄
県
の
こ
と
を
お
話
し

た
り
し
て
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た。

三
日
目
は
、
中
の
原
ス
キ
ー
糊
で
大

山
西
小
学
校
の
友
達
六
十
名
と
ス
キ
ー

を
し
て
交
流
を
し
た
と
っ
て
も
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

私
は
、
大
山
町
に
来
て
、
沖
縄
で
は

け
っ
し
て
で
き
を
い
帝
」
合
繊
、
電
車
、

ス
キ
ー
な
ど
の
体
験
が
で
き
た
こ
と
や

多
く
の
人
達
の
や
さ
し
さ
な
ど
に
ふ
れ

合
え
て
楽
し
く
過
ご
し
た
四
日
間
の
思

い
出
は
、
け
っ
し
て
わ
す
れ
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
民
泊
家
庭
の
み
な
さ
ん

や
私
達
の
め
ん
ど
う
を
見
て
下
さ
っ
た

多
く
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
で
の

体
験
は
、
私
の
一
生
の
宝
物
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
諸
手
納
小
五
年
　
比
嘉
仁
衣
奈

モ
ミ
ガ
ラ
培
地
栽
培
と
い
う
新
し
い

栽
培
法
が
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
モ

ミ
ガ
ラ
に
赤
土
・
木
炭
粉
・
接
種
燐
硝

安
加
東
肥
料
⊥
ロ
ン
グ
）
を
混
ぜ
合
わ

せ
た
培
地
を
作
り
、
コ
マ
ツ
ナ
・
ナ
ン

ゲ
ン
サ
ィ
‥
不
ギ
な
ど
を
栽
培
す
る
と

い
う
も
の
。

こ
の
方
法
は
、
土
排
で
も
水
耕
で
も

な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
栽
培
方
法
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。
最
大
の
特
長
は
省
力
的
で

コ
ス
ト
が
極
め
て
安
い
こ
と
。
こ
の
方

法
を
開
発
し
た
東
京
都
農
業
試
験
場
江

つ

き

l

‘

．

圭

．

妻

－

．

1

一

1

．

仰　　　　　「　
．

酬
　
モ
ミ
ガ
ラ
を
培
地
に
利
用

「　新．針㌢折糾

「

重

量

　

…

戸
川
分
糊
の
小
沢
聖
さ
ん
は
、
「
安
価
で

手
間
の
か
か
ら
な
い
モ
ミ
ガ
ラ
培
地
は
、

三
年
は
も
ち
ま
す
」
と
実
用
的
で
あ
る

こ
と
を
強
調
す
る
。

モ
ミ
ガ
ラ
培
地
栽
培
法
は
、
培
地
と

し
て
モ
ミ
ガ
ラ
を
約
八
〇
％
、
赤
土
を

二
〇
％
、
木
炭
粉
二
商
品
名
り
き
）
を

一
～
四
％
、
被
覆
燐
如
里
肥
料
へ
商
品

名
ロ
ン
グ
）
の
七
十
日
タ
イ
プ
を
一
リ

ッ
ト
ル
当
た
り
約
七
グ
ラ
ム
、
百
四
十

日
タ
イ
プ
を
同
約
十
四
グ
ラ
ム
を
混
せ

合
わ
せ
た
も
の
を
使
用
す
る
。

モ
ミ
ガ
ラ
は
、
保
温
作
は
高
い
が
保

水
性
が
低
い
の
で
、
保
水
性
を
高
め
る

た
め
赤
土
を
容
量
に
し
て
二
割
程
度
混

入
す
る
。
木
炭
粉
は
成
分
が
明
ら
か
な

も
の
な
ら
何
で
も
よ
い
が
、
カ
ル
シ
ウ

ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
微
昆
要
素

の
欠
之
対
策
と
し
て
容
量
で
二
～
四
％

程
度
混
入
す
る
。

さ
ら
に
、
紹
効
惟
肥
料
（
ロ
ン
グ
）

を
使
用
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
紳

期
生
育
を
良
く
す
る
た
め
、
七
卜
日
タ

イ
プ
と
百
四
十
日
タ
イ
プ
を
組
み
合
わ

五
分
の
一
と
な
る
。

こ
の
培
地
の
製
造
労
力
は
一
立
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
で
四
人
で
一
時
間
半
程

度
。
モ
ミ
ガ
ラ
培
地
を
製
造
し
た
ら
、

こ
れ
を
タ
テ
四
十
五
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
．
二

十
二
セ
ン
チ
、
深
さ
十
セ
ン
チ
の
箱
に

詰
め
る
。
箱
の
底
面
は
、
防
虫
ネ
ソ
ト

な
ど
通
水
件
の
あ
る
も
の
を
利
用
す
る
。

箱
の
形
や
底
の
網
は
あ
ま
り
固
定
的
に

考
え
る
必
要
は
な
く
、
安
価
で
長
持
ち

す
る
も
の
な
ら
何
で
も
よ
い
。
で
き
れ

ば
、
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
安
価
な
材

」都農
試

料
を
組
み
合
わ
せ

て
自
分
で
作
る
方

が
良
い
。

固
体
、
空
気
、

水
分
の
三
層
の
バ

ラ
ン
ス
が
う
ま
く

と
れ
る
培
地
と
し

せ
て
利
用
す
る
。

こ
れ
ら
の
資
材
は
、
木
炭
粉
・
緩
効

性
肥
料
を
除
い
て
自
分
で
調
達
で
き
る

の
で
、
コ
ス
ト
は
極
め
て
安
い
。

培
地
の
コ
ス
ト
を
比
較
す
る
と
、
例

え
ば
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
の
培
地
八
十
ミ
リ

厚
で
一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
は
千
五

百
円
程
度
で
あ
る
が
、
モ
ミ
ガ
ラ
培
地

で
は
同
様
の
も
の
が
六
卜
五
円
か
ら
百

三
十
円
で
、
十
分
の
一
以
下
の
コ
ス
ト

で
す
む
。
重
職
も
モ
ミ
ガ
ラ
培
地
は
土

が
二
〇
％
し
か
入
っ
て
い
な
い
の
で
約

て
、
安
価
な
も
の
は
何
か
と
探
し
た
と

こ
ろ
、
「
農
家
が
最
も
手
に
入
れ
や
す
く
、

タ
ダ
の
も
の
と
し
て
モ
ミ
ガ
ラ
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
、
モ
ミ
が
ラ
開
発
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

具
体
的
な
栽
培
方
法
を
紹
介
す
る
と
、

例
え
ば
ナ
ン
ゲ
ン
サ
イ
で
は
、
株
間
十

セ
ン
チ
、
条
間
十
五
セ
ン
チ
で
揺
憾
す

る
。
そ
の
後
は
毎
朝
一
回
、
ベ
ッ
ド
全

体
が
し
め
る
程
度
に
か
ん
水
す
る
だ
け

で
よ
い
。
四
十
日
程
度
で
収
稽
で
き
る
。

収
糟
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
次
の
播
種

を
し
て
い
く
。

こ
の
方
法
で
ナ
ン
ゲ
ン
サ
イ
は
年
ヒ

作
、
コ
マ
ツ
ナ
は
八
作
が
可
能
だ
。
モ

ミ
ガ
ラ
培
地
も
時
々
緩
効
作
肥
料
を
追

肥
し
て
や
る
だ
け
で
、
三
年
程
度
は
も

つ。

こ
の
ほ
か
、
多
く
の
較
弱
野
菜
が
栽

培
可
能
で
、
例
え
ば
ネ
ギ
・
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
・
春
菊
‥
一
ラ
‥
、
、
ツ
バ
・
サ
ラ

ダ
ナ
・
カ
ブ
な
ど
が
有
望
で
あ
る
。

モ
ミ
ガ
ラ
培
地
は
、
三
年
は
ど
し
た

ら
畑
へ
た
い
肥
化
し
て
土
壌
還
元
で
き

る。

培
培
地
も
場
所
を
選
ば
ず
、
露
地
で

も
ハ
ウ
ス
内
で
も
設
訳
で
き
、
架
台
の

上
に
モ
ミ
ガ
ラ
培
地
の
ベ
ッ
ド
を
置
け

ば
、
立
っ
た
ま
ま
作
業
が
で
き
作
業
労

力
も
か
な
り
軽
減
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
根
効
性
肥
料
を

紹
介
し
た
が
、
接
効
性
肥
料
の
か
わ
り

に
培
養
液
で
お
き
か
え
て
い
く
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

「
隔
離
ベ
ッ
ド
の
長
所
を
生
か
し
て

連
作
障
害
を
防
ぎ
、
し
か
も
コ
ス
ト
の

か
か
ら
な
い
栽
培
法
と
し
て
農
家
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
小
沢
さ
ん
は

い
う
。す

で
に
モ
ミ
ガ
ラ
培
地
で
香
辛
野
菜

な
ど
を
栽
増
し
、
好
成
績
を
得
て
い
る

農
官
も
出
て
い
る
。

一
月
十
日
は

「
℡
一
一
〇
番
の
日
」
で
す

あ
な
た
の
二
〇
番

一
一
〇
番
の
政
人
の
ね
ら
い
は
、
↓
刻

も
早
く
腎
察
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
で

す
。
事
件
発
生
か
ら
警
察
官
の
現
場
到

都
時
間
が
短
い
ほ
ど
、
犯
人
を
検
挙
す

る
確
立
が
高
く
在
り
ま
す
。

■
一
一
〇
番
の
正
し
い
か
け
方

○
何
が
あ
っ
た
か
、
ま
ず
話
し
て
下
さ

（
け
ん
か
、
交
通
事
故
、
強
盗
な
ど
）

燕
つ
づ
い
て
一
一
〇
番
の
係
n
が
次

の
こ
と
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
の
で

落
ち
葺
い
て
お
答
え
下
さ
い
。

○
い
つ
　
ど
こ
で

（
発
生
時
間
、
場
所
、
近
く
の
目
標

物
な
ど
）

○
犯
人
は

（
人
数
、
人
相
、
着
て
い
る
も
の
、

特
徴
、
逃
走
方
向
な
ど
）

○
何
で
逃
走
し
た
か

（
歩
い
て
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
車

で）
○
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名

（
電
話
番
号
、
事
件
、
事
故
と
の
関

係）
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沖縄県

仁志器蒜蒜示］国民年金だより

㊥差額分は国民年金は
2月15日、厚生年金
は2月1日にまとめ
て支払われます。

※夫婦お二人で受給されている場合は、
この2倍の額となります。

（例〉

昭和14年生まれの人

届け出 たけの人 �届け出をして 王に保険料 を納めた人 

年金の積加 頼（年額） �52，600円 �157，700円 

納める 保険料頼 �ー �259．200円 

納めた鰯を とりかえす 期　間 �－ �約1年8ケ月 

※年令により年金増加額は変わります。
また、保険料納付額も変わります。
㊨対象者
大正15年4月2日から昭和25年4月
1日までに生まれた人で、昭和36年

4月から昭和45年3月まで沖縄に住

んだことのある人。（厚生年金の加
入者や公務員の方も対象と在ります。）

㊨届出期限一平成4年3月末日
届け出は市町村役場の担当窓口へ。
追納した額は、1年8ケ月で取り戻せ
ます。

早めに届け出を．′

県立高等学校定時制課程の「特別募集」について

送付された調査書その他必要な書類に基づいて行

います。

（21検査期日は平成2年3月16日（勉です。

4．合格発表

平成2年3月24日り〕

5．「特別募集」による本校への入学者数及び年令構成

学　年 �1 �2 �3 �4 �計 

人　数 �11 �6 �2 �7 �26 

年　令 �20、29 �30～39 �40、49 �50以上 �計 

人　数 �3 �5 �14 �4 �26 

6．問い合わせ

県立中部農林高等学校

℡09897－3－3578

一8－

1．趣　旨

この制度は、中学校卒業後いろいろな理由で、高校

へ進学出来なかった勤労青少年に高校教育の機会を

棟極的にあたえようとする趣旨から設けられている

制度です。

2．出願資格及び出願手続き

（1働労者で涌20歳以上の男女

（2）中学校卒業と同等以上の学力があると認められる

男女

（3）高校等を中退したが、もう一度勉学したい男女

（4）出陳期間は平成2年2月13日（州から2月15日（和

（5）受付時間は午前9時から午後5時まで、ただし受

付の最終日は正午までとする。

3．選　抜

（1）選抜は、作文及び面接の結果と出身中学校長から

広報かでな一仰・・・………一…・・……・・・……・∫…′仰……′∫一…一………平成2年2月1日

ムーチー作りで交流

国
民
年
金
受
給
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

平
成
元
年
4
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

届
け
出
だ
け
で
、

年
金
が
ふ
え
ま
す
。

沖
縄
特
別
措
置
に
よ
り
、
届
け
出
す
る
だ
け
で

年
金
受
給
額
が
ふ
え
、
保
険
料
を
追
納
す
れ
ば
、

さ
ら
に
高
い
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

町
母
子
世
帯
生
活
の
実
態
を
調
査
報
告

今
回
の
母
子
世
帯
の
実
態
調
査
は
、

諸
手
納
町
母
子
寮
柑
福
祉
会
結
成
十
同

年
を
記
念
し
て
、
町
内
に
お
け
る
母
子

世
帯
の
生
油
の
実
態
と
母
子
寡
婦
福
祉

会
の
活
動
に
対
す
る
全
日
の
要
望
等
を

的
確
に
把
捉
し
、
実
情
に
即
し
た
母
子

福
祉
対
策
を
強
化
・
推
進
す
る
た
め
の

基
礎
資
材
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
二
月
六
日
現
在
を
調
査
日

と
し
、
琉
球
大
学
法
文
学
部
社
会
学
科

助
教
授
川
添
稚
由
氏
の
指
導
の
も
と
、

母
子
全
役
員
・
民
生
委
貝
児
童
委
n
協

議
会
婦
人
部
・
杜
協
の
協
力
で
調
査
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
十
二
月
二
十
二
日
、
町
長
室
に

お
い
て
、
嘉
友
名
敏
子
町
母
子
寮
帰
福

祉
会
々
良
か
ら
町
長
へ
実
態
調
査
の
報

告
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
書
は
、
調
査
結
果
の
分
析
が
十

四
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

嘉
手
納
町
に
在
住
す
る
母
子
世
帯
は

二
百
五
十
七
世
帯
、
有
効
回
答
者
数
二

百
二
十
三
世
帯
。
母
子
世
帯
の
母
親
は

三
十
歳
代
が
半
数
近
く
占
め
て
最

も
多
い
。
回
収
率
八
十
六
・
八
％

の
非
常
に
高
い
回
収
率
で
あ
っ
た
。

母
子
世
帯
に
は
、
離
婚
や
未
婚

の
母
の
世
帯
が
多
く
、
桂
活
状
態

の
想
い
世
帯
も
多
く
、
経
済
的
・

社
会
的
な
面
で
苦
労
が
多
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

集
団
リ
ハ
ビ
リ

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
バ
⊥
丁
イ
ー

恥
　
今
回
の
調
査
結
果
全
般
を
踏
ま

え
て
、
「
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」

「
学
童
お
よ
び
夜
間
保
育
所
の
設

置
」
　
「
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
泊
動

の
充
実
強
化
」
の
四
点
が
提
言
さ

れ
て
い
る
。

嘉
手
納
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
、
一

月
七
日
、
午
前
十
時

か
ら
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
町
内
の

小
学
生
と
ム
ー
チ
ー

作
り
を
楽
し
ん
だ
。

こ
れ
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
社
会
交
流
事
菓

の
一
項
と
し
て
、
昨
年
か
ら
小
学
生
を

招
い
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

「
子
ど
も
た
ち
が
強
く
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
賄
い
を
こ
め
て
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
は
、
モ
チ
を
こ
ね
る

こ
と
か
ら
、
ム
ー
チ
ー
ガ
ー
サ
の
包
み

方
、
蒸
す
ま
で
手
と
り
足
と
り
ム
ー
チ

ー
作
り
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

コ
ザ
保
健
所
管
内
の
六
市
町
村
で
集

団
リ
ハ
ビ
リ
（
機
能
回
復
訓
練
）
を
続

け
て
い
る
人
た
ち
の
合
同
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
が
十
二
月
二
十
五
円
、
諸

手
納
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
1
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
老
健
法
に
基
づ
い
た
事
業

と
し
て
、
機
能
回
復
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
藩
手
納
町
、
読
谷
村
・
北
谷
町
・

沖
縄
市
・
北
中
城
村
・
中
城
村
の
六
市

町
村
約
百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も

の。

パ
ー
二
T
ィ
ー
は
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

ー
ム
や
市
町
村
ご
と
の
余
興
や
食
事
も

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
兼
ね
楽
し
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
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消防出初式
町民の生命財産を守る

▼小型ポンプ繰法
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沖縄県の最低賃金
沖縄県内の使用者は、この最低賃金より低い賞金で労働者を使用することはできません○

地域別最低賃金

毅低賃金の件名 �最低培金額 �適　　　用　　　範　　　囲 �効力発生年月日 

沖縄県最低1‡金 �1日　3，565円 1時間　446円 �沖縄県下のすべての労働者に適用されます。 �平成元年9月30日 

※ただし、産業別最低賃金対象業種に該当する甥合には当該最低貸金が通用になります0

圏最低賃金に算入されをいほ金……①相皆勤手当、通勤手当及び官族手当　⑧蜘寺に支払われるl‡金

③1箇月をこえる期間ごとに支払われる1‡金　④時間外・休日労働割増は金等。

圏上記ただしききにより産業別最低鱈金から適用除外となった者について、通用除外を理由に当該労

働者の鱈金を引下げないこと。

圏最低貸金に関する問い合わせは、沖縄労働基準局賃金謀＜電話（0988）68－3421＞又は最寄りの労働

基準監督署へ。

那覇労働基準監督署　沖縄労働基準監督署　名護労働基準監督署　宮古労働基準監督署　八重山労働基準監督署

0988－68－8040・3344　09893－9－3191・3192　0980－52－2691　　　　09807－2－1846・2303　　09808－2－2344・9445

労働保険（労災保険・雇用保険）は、みなさんが安心して働するための制度です。 

未手続の事業主の方は至急手続きをしましょう．′ 

≪沖縄労働基準局・労働基準監督署≫
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新
春
町
民
の
つ
ど
い

～
語
や
ら
び
ち
か
で
な
午
年
の
栄
え
～

町
役
場
、
商
工
会
共
催
の
新
春
町
民

の
つ
ど
い
が
一
月
五
日
・
午
後
六
時
か

ら
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た。

出
席
者
全
H
で
嘉
手
納
町
歌
を
斉
昭

主
催
者
を
代
表
し
吉
浜
町
長
は
「
九
卜

年
代
の
ス
タ
ー
ト
の
年
を
迎
え
、
二
十

一
世
紀
に
展
望
を
も
て
る
嘉
手
納
町
を

建
設
す
る
た
め
行
政
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
各
界
各
層
の
み
な
さ
ん
の
力
添

え
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。所

存
町
民
の
つ
ど
い
は
、
終
始
な
ご

や
か
を
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
、
新
年
の

門
出
を
祝
う
語
ら
い
の
甥
と
在
り
ま
し

た。

平
成
二
年
消
防
出
神
式
が
一
日
六
日

行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
十
時
か
ら
街
頭

パ
レ
ー
ド
、
午
後
二
時
か
ら
は
兼
久
海

浜
公
園
内
に
お
い
て
展
示
訓
練
へ
救
助

訓
練
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
）
、
四
時

か
ら
は
軍
用
地
主
等
会
館
で
式
典
に
移

った。式
は
、
町
長
、
県
知
事
、
県
消
防
協

会
、
町
議
会
議
長
、
諸
手
納
腎
怒
署
長

か
ら
「
災
害
は
人
命
と
財
産
に
被
雷
を

与
え
る
。
常
に
対
策
を
考
え
自
分
た
ち

の
地
域
は
地
域
で
守
る
消
防
体
制
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
旺
盛
を
消
防
糊
神

と
強
固
な
団
結
で
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
り
、
安
全
で
住
み
よ
い
平
和
を
ま

ち
に
す
る
た
め
町
民
の
信
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
切
望
す
る
」
と
各
氏
か
ら
訓

示
や
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

優
良
職
、
団
員
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
町
長
表
彰

※
俸
良
団
n
表
彰
　
草
地
　
英
和

照
屋
　
林
有

○
沖
縄
県
消
防
協
会
長
表
彰

※
俸
良
表
影
職
員
　
　
借
間
　
垂
正

宮
城
　
嘉
明

凛
凛
屈
伸
に
ゆ
う
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の

「
き
り
か
え
」
に
つ
い
て

〝
今
使
用
中
の
保
険
証
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
″

現
在
、
皆
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
保
険

証
（
退
職
者
保
険
証
も
含
む
）
は
、
三

日
三
十
一
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
て
使

え
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
区
自
治
会
事
務
所
に

お
い
て
新
し
い
保
険
証
へ
の
　
「
き
り
か

え
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
区
日
時

留
意
の
上
「
き
り
か
え
」
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

各
自
治
会
事
務
所
で
の
日
程
（
い
ず
れ

も
午
後
一
時
か
ら
六
時
ま
で
）

束
区
　
　
三
月
一
日

上
区
　
　
三
月
二
月

中
区
　
　
三
月
五
日

北
区
　
　
三
月
六
日

南
区
　
　
三
月
七
日

西
区
　
　
三
月
八
日

西
浜
区
　
三
日
九
円

「
き
り
か
え
」
に
必
要
な
も
の

0
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
印
鑑

○
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の

滞
納
の
あ
る
方
は
、
そ
の
分
の
納

付
金
餅

○
学
生
用
保
険
証
の
希
望
者
は
在
学

証
明
書
又
は
入
学
許
可
証

＊
国
保
税
は
あ
な
た
の
所
得
、
資
産
及

び
家
族
構
成
等
を
基
本
に
計
算
さ
れ

ま
す
の
で
所
得
申
告
は
町
役
場
税
務

課
窓
口
で
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。
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保険集団検診日程表
‖ �曜日 �内　　容 �昨月 午後2 �閏 �嘲　所 �該当者 �備　考 

2／15 �木 �歯みがき相談 ��：叩 �中区自治会 �元1月生～ �東区上匡 ～3 �00 �事務所 福祉 センター �7月生 �中剛ヒ区 

2ノ／16 �月 �操　作　教　室 �午前10 －11 �00 30 ��町　　民 � 

2／20 �火 �三歳児健診 �午後1 －2 �30 30 �〃 �61年7月1 日－8月31 日生遥 � 

2／23 �金 �操　作　教　室 �午前10 －11 �：00 ：30 �〃 �町　　民 � 

2／27 �火 �蝕みがき相議 �午後2：00 ��総合福祉 �元1月生－ �商区西区 ～3 �00 �セ　ン　ター �7月生迄 �西浜区 

3／1 �木 �安産学級11） �午後1 －4 �30 00 �福　祉 センター �希　望　者 � 

3／2 �金 �操　作　教　室 �午前10：00 ～11：馴 ��〃 �町　　民 � 

3／6 �火 �甘子俣健推進n 定　例　会 �午後2 －4 �00 00 �町　役　場 � � 

3／7 �水 �はしか予防授権 �午後1 ～1 �20 引） �福　祉 センター �1才～ 3才未満 � 

3／8 �木 �安産・■戸綿（21 �午後1 －4 �加 00 �〃 �希　望　点 � 

3／9 �金 �操　作　教　室 �午前10：00 ～11：割） ��〃 �町　　民 � 

3／10 �た �jL児一般健診 �午後1 －3 �00 00 �〃 �平成元年3 月10日－12 月10日生迄 � 

3／15 �木 �安産学級（3I �午後1 －4 �30 00 �〃 �希　望　者 � 

平成2年2月1日
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第13回新春体力づくり
トリムマラソン

約150人が参加．′
5キロと3キロのコースを自己

申告タイムを目指してマイペース
で走りました。

1月1日現在の人口

東【く �上　匡 �中　匡 �北　匡 �南　匡 �l勺　匡 �】醐亘 �Jr 

世常数 �724 �420 �394 �635 �554 �581 �745 �4．053 

男　子 �1．お8 �7割） 769 �髄8 653 �9鋸 �l 　814 l �958 �1．518 �7．032 

女－f・ 計 �l周9 ���し鵬6 �鮎0 �1．017 �1．493 3．011 �7．177 14．2〔将 

2．億7 �1．499 �11・321 �2．072 �1．674 �1．975 

●新春町民のつどい……………………2p

●町母子世帯生活の実態を調査報告…3p

●人材育成会派遣報告…………………4p

●平成元年母子保健家族計画…………5p

●健診結果のみかた……………………6p

●モミガラを培地に利用………………7p

●国民年金だより………………………8p

●こくはにゆうす………………………9p

標語：みんなで広げようボランティアの輸

「
ル
パ
ン
対
ホ
ー
ム
ズ
」
を
読
ん
で

話
手
納
小
六
牛
　
浜
　
元
　
美
和
子

私
が
図
書
館
で
「
ル
パ
ン
対
ホ
ー
ム

ズ
」
を
見
つ
け
た
の
は
、
夏
休
み
に
入

っ
て
か
ら
で
し
た
。

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
＝
ホ
ー
ム
ズ
全
集
は
、

五
年
生
の
時
に
全
部
読
み
終
え
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
ど
の
本
の
中
に
も
ル
パ
ン
の

名
前
は
一
度
も
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

イ

ギ

リ

ス

の

シ

ャ

ー

ロ

ッ

ク

＝

ホ

ー

ム

ズ
は
、
い
ち
い
人
が
来
な
い
か
ぎ
り
事

件
に
は
首
を
つ
っ
こ
み
ま
せ
ん
。
事
件

を
も
っ
て
く
る
人
が
ち
ゃ
ん
と
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ズ
は
、
行
動
的
で
、
ほ
と
ん
ど

怪
事
件
に
ぶ
つ
か
る
と
、
自
分
で
変
そ

う
し
て
事
件
の
糸
口
を
つ
か
ん
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
、
す
ご
く
研
究
熱
心
で
す
。

自
分
一
人
で
手
に
お
え
な
い
時
、
さ
が

し
物
、
尾
行
な
ど
の
時
、
ス
ラ
ム
街
の

子
供
達
に
小
使
い
を
あ
げ
て
、
尾
行
や

さ
が
し
物
を
た
の
む
事
が
あ
り
ま
す
。

7
ル
セ
ー
ヌ
‖
＝
ル
パ
ン
は
、
い
ろ
い

ろ
を
職
業
の
部
下
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に

い
て
、
く
わ
し
い
情
報
を
正
確
に
伝
え

て
き
ま
す
。
ル
パ
ン
自
身
も
変
そ
う
の

名
人
で
、
育
年
か
ら
白
し
ゃ
く
、
老
人
、

こ
じ
き
な
ど
幅
広
く
変
そ
う
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
事
件
の
中
で
自
分
と
同
じ

よ
う
を
頭
の
動
き
を
し
た
人
や
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
や
っ
て
い
る
の
に
ど

う
に
も
な
ら
な
い
人
に
は
、
自
分
か
ら

漬
極
的
に
出
て
い
っ
て
力
を
貸
し
た
り

す
る
お
せ
っ
か
い
で
、
人
情
に
も
ろ
い

や
さ
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
部
下
思
い
で
頼
り
に
を
る
怪
盗
紳

士
で
す
。「

ル
パ
ン
対
ホ
ー
ム
ズ
」
の
本
を
読

ん
で
、
私
が
気
に
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、

い
ち
い
人
に
呼
ば
れ
て
ホ
ー
ム
ズ
が
パ

リ
に
着
い
た
日
、
ぐ
う
せ
ん
に
ル
パ
ン

が
食
事
を
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
ホ

ー
ム
ズ
が
入
っ
て
き
ま
す
。
び
っ
く
り

し
た
ル
パ
ン
は
、
逃
げ
よ
う
か
、
か
く

れ
よ
う
か
迷
い
ま
す
が
、
自
分
か
ら
ホ

ー
ム
ズ
に
話
し
か
け
て
、
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
お
互
い
に
自
分
の
立
場
を
有
利

に
す
る
た
め
の
断
言
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
最
後
に
ホ
ー
ム
ズ
は

＃
ダ
イ
ヤ
を
取
り
戻
し
、
ガ
二
マ
ー
ル

警
部
に
ル
パ
ン
を
た
い
は
さ
せ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ズ
が
イ
ギ
リ
ス
へ
仰
る
時
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
逃
げ
た
ル
パ
ン

が
、
ホ
ー
ム
ズ
を
駅
ま
で
見
送
り
に
や

っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
「
二
人
を
見

送
り
も
し
を
い
礼
儀
知
ら
ず
だ
と
お
考

え
で
す
か
。
手
紙
を
下
さ
い
ま
す
ね
。

ワ
ト
ソ
ン
さ
ん
折
れ
た
腕
は
い
か
が
で

す
？
」
な
ど
と
一
方
的
に
話
を
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

私
は
そ
こ
を
読
ん
で
い
て
、
た
ぬ
き

と
き
つ
ね
の
ば
か
し
合
い
を
見
て
い
る

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
読
み
物
が
好
き
な
の
は
、
本
の

巾
で
自
分
自
身
が
、
E
人
公
に
を
れ
る
か

ら
で
す
。

㊥
㊥

○
中
山
眼
科
（
中
山
貞
之
院
長
）
よ
り

昨
年
六
月
に
開
院
し
た
記
念
に
と
、

人
材
育
成
会
、
諸
手
納
小
学
校
、
屋

良
小
学
校
、
嘉
手
納
中
学
校
、
嘉
手
納

高
校
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
嘉
手
納
幼
稚

園
、
屋
良
幼
稚
園
へ
そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
。

○
西
浜
区
子
供
会
か
ら
社
協
へ

第
五
回
西
浜
区
公
民
館
ま
つ
り
に
お

い
て
子
供
会
バ
ザ
ー
の
売
上
金
一
万

八
千
六
一
〇
円
。

○
仲
本
兼
盛
（
優
良
一
〇
〇
六
）
　
さ
ん

か
ら
人
材
育
成
会
基
金
へ
十
万
円
。

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
西
浜
区
子
供
会
の
み
な
さ
ん

ッ
．
j
十
．

G
r
に


